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■対談 長谷部恭男・早稲田大教授×杉田敦・法政大教授 

 

 数の力にまかせた奇手に個人攻撃。認めず調べず謝らず――。「１強」に余裕がなくなり、過

剰なまでの強硬姿勢を見せる安倍政権。森友学園と加計学園の問題では、数々の疑惑にフ

タをするばかり。かつてないほどすさんだ政治の現状を、長谷部恭男・早稲田大教授（憲法）と

杉田敦・法政大教授（政治理論）に語り合ってもらった。浮かび上がったキーワードは「マフィア化

する政治」だ。 

 

 杉田敦・法政大教授 「共謀罪」法が、委員会採決を省くという奇手を使って成立しました。

対決法案については与党の一存で委員会採決をバイパスできるという前例をつくってしまった。議

会の慣例は、将来にわたって議会政治を維持し、円滑に運用するために、立場を超えてつくられ

たものです。それを数の力で破壊することは許されないし、非常に危険です。 

 

 長谷部恭男・早稲田大教授 自分たちがずっと与党でいる前提に立たなければ到底できない、

リスキーなことを安倍自民党は平気でやる。例えばこの先、自民党が下野して、衆参両院で共

謀罪法に反対している政党が多数をとり、共謀罪は廃止します、我々も自民党をお手本に議

論なしで採決強行しますと言われても、抵抗しようがありません。 

 

 杉田 最近はメディアでも、最後は与党案が通るんだから長々議論しても無駄だ、さっさと採

決しろ、決めることが大事だという議論が多い。しかし国会における決定には当然、修正や廃案、

継続審議も含まれます。決めることが大事だということと、与党案にさっさと賛成しろということは論

理的には別では。 

 

 長谷部 この間の共謀罪の審議は確かにほとんど無駄でした。大臣が意味不明な答弁をし、

多々ある問題点を詰められなかったからです。法律は単体では動きません。施行規則や政令も

作らなくてはいけない。そうした下位の法令として何が必要か、そして裁判所がどう解釈適用すべ

きかについても、審議の中で明らかになってくることがある。議会でまじめな審議をすることには意

味があります。 



 杉田 「１強」なのに余裕がない。これが現政権の特徴です。軽々に強硬手段に訴える。圧倒

的な議席数を有しているのだから、国会会期を延長して、見かけだけでも整えればいいし、都合

の悪い文書が出てきても「怪文書」などとせず、調査中と言えばいいのに、恫喝（どうかつ）的な

態度をとる。森友学園や加計学園をめぐる疑惑と重ね合わせて考えると、政治のあり方が、一

種マフィア的になっているのでは。身内や仲間内でかばい合い、外部には恫喝的に対応する。米

国やロシアの政治も同様です。 

 

 長谷部 公が私によって占拠されている。濃密な人間関係で強く結ばれた集団が、官僚機構

や一部マスコミも縄張りにおさめ、社会一般に対して説明責任を果たそうともしないで権力を行

使するとき、公権力は私物化され、個人間の私的な絆をテコに政治が行われる。社会全体にと

って何が利益かを丁寧に説明し、納得を得ることで権力は民主的な正当性を獲得しますが、現

政権はそんなものは必要ない、反対するやつは切り捨てればいいと。まさにむき出しのマフィア政

治です。 

  

杉田 首相は、憲法改正について読売新聞のインタビューで２０２０年の新憲法施行を目指す

と表明し、改憲推進団体にビデオメッセージを送りました。しかし、いざ国会で説明を求められて

も答えず、読売新聞を熟読せよと。身内意識を隠そうともしない。公権力の担い手としての説明

責任を放棄しています。 

 

■「規制、不要なら全て撤廃を」杉田 

 

 長谷部 マフィア政治を可能にした要因のひとつは、１９９０年代の政治改革で、首相官邸に

権力を一元化したことですね。 

 

 杉田 そうです。理論通りの結果で意外性はありません。政治学者の多くは当時、官僚主導

よりは選挙で落とせる政治主導がいいと主張していた。官僚主導には確かに、既得権を過度に

保護するなどの弊害がありますが、専門性にもとづく一定の合理性もあった。政権交代がひんぱ

んに起こる政治になるなら話は別ですが、現状では、政治主導とは、各省庁の意見も社会のさ

まざまな意見も無視して、政権が何でもできるということになっています。 

 

 長谷部 特区という制度自体が恣意（しい）的な行政につながりやすい。一般的な規制を特

別に免除するのだから、放っておけば仲間のために使われます、それは。 

 

 杉田 首相は１６日の参院予算委の集中審議で「岩盤のような堅い規制に挑戦すればする

ほど、既得権益を握る勢力の激しい抵抗は避けられない」と述べ、岩盤規制に政治主導のドリ

ルで穴をあけたという論理で、加計学園に特別な便宜を図ったという疑惑に対抗しようとしていま



す。過去には「岩盤規制といえども、私の『ドリル』から無傷ではいられません」とも発言しています

が、そんなに不必要な規制なら、ドリルでなくブルドーザーで全部取り払うべきです。ドリルで局所

的に穴をあけるから、えこひいきの疑いが出てくる。 

 

 長谷部 地方に大学をつくっても、地方の獣医師不足は解決しない。獣医師定員や待遇の

あり方など、特区ではなく一般的な政策問題にすべきです。そうしないから、「総理の意向」で恣

意的な運用が行われたと疑われる。政治家や公務員には、一般の人々とは違う倫理や潔癖さ

が求められます。社会一般の利益でなく、仲間内のために動いているのではと常に疑いの目を向

けられるのは当然です。だから政治家や公務員は「李下（りか）に冠を正さず」。ところが安倍政

権や自民党は、冠を正して何が悪い、疑うのは、げすの勘ぐりだと。全く逆転しています。 

 

 杉田 今回、前川喜平・前文部科学事務次官の告発については称賛の声があがる一方、

先ほどの政治主導の観点から、官僚は政治家の決定に従うべきだとの意見もあります。 

 

 長谷部 政党政治から独立していることが官僚制の存在意義です。米国でも政治任用は必

ずしも党派的に行われるわけではない。「たたき上げ」は政権にＮＯと言っています。今回露呈し

たのは、政権に反論できる回路が日本にはなく、忖度（そんたく）がはびこるという構造的な問題

です。 

 

 杉田 内閣人事局をつくって高級官僚の人事を政治任用にしたのも、政権交代が一定程度

起きることを前提に制度設計されていました。政権交代がありそうなら、官僚も現政権に対して

ある程度距離を置けますが、それがなければ無理です。政治改革推進論者は、制度を変えて

日本の有権者を教育すると言っていた。日本人は二者択一的にものを考えないから政権交代

が起きない、ならば小選挙区にして無理やり考えてもらうと。しかし、制度改革には限界がありま

す。 

 

■「改憲の道具として自衛隊利用」長谷部 

 

 長谷部 自分の頭でものを考えるか、為政者の言う通りにしておけば間違いないと考えるか。

そのせめぎ合いがいま起きているのではないか。右か左かではない。自分で考えて自分で判断を

する人は、右であれ左であれ、共謀罪は危ないと思うでしょうし、マフィア政治は良くないと考える

でしょう。日本国憲法の理念は「どう生きるかは自分で判断する」。安倍政権はその理念を壊し

たいと思っている。自分でものを考える人間は、マフィアにとっては面倒なだけですから。 

 



 杉田 現憲法の「個人」を「人」に変えた自民党憲法改正草案はその意図を如実に示してい

ます。ただ安倍首相は草案を勝手に棚上げし、９条に自衛隊の存在を明記する加憲を主張し

始めた。自衛隊を憲法に明確に位置づけるだけで、現状は何も変えないと。 

 

 長谷部 首相はそう言い張っていますが、自衛隊の現状をそのまま条文の形に表すのは至難

の業というか、ほぼ無理です。そもそも憲法改正は現状を変えるためにやるものでしょう。現状維

持ならどう憲法に書こうがただの無駄です。日本の安全保障が高まることは１ミリもない。自衛官

の自信と誇りのためというセンチメンタルな情緒論しかよりどころはありません。そう言うといかにも自

衛官を尊重しているように聞こえますが、実際には、憲法改正という首相の個人的な野望を実

現するためのただの道具として自衛官の尊厳を使っている。自衛官の尊厳がコケにされていると

思います。 

 

 杉田 憲法に明記されることで、自衛隊はこれまでのような警察的なものではなく、外国の軍

隊と同じようなものと見なされ、性格が大きく変わるでしょう。首相が最近よく使う「印象操作」と

いう言葉は、この加憲論にこそふさわしい。だまされないよう、自分の頭で考え続けて行かなけれ

ばなりません。＝敬称略（構成・高橋純子） 

 

関連ニュース 

「私人は喚問しながら首相夫人は」 識者が語る官邸の暴走 
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[PR]  

■対談 長谷部恭男・早稲田大教授×杉田敦・法政大教授 

 安倍晋三首相の妻、昭恵氏は私人と言い切れるのか。公務員が問い合わせに回

答するのは職務ではないのか。先月から相次いで閣議決定された政府答弁書にま

つわる疑問。さらに、「首相への侮辱」だとして私人が証人喚問される一方、官僚は文

書を廃棄したと開き直る。このような行政権力、とりわけ官邸の「暴走」の底流に何が

あるのか。長谷部恭男・早稲田大教授（憲法）と杉田敦・法政大教授（政治理論）に語

り合ってもらった。 

 杉田敦・法政大教授 森友学園問題に関連して、さまざまな閣議決定が出ていま

す。安倍晋三首相夫人の昭恵氏は公人ではなく私人である。夫人付の政府職員が

調査・回答した行為は職務ではない。いずれも説得力を欠き、こんな決定を乱発して

いいのか疑問ですが、そもそも、閣議決定の法的性格とは。 

 長谷部恭男・早稲田大教授 新たな閣議決定で上書きされるまで、内閣はその決

定に拘束されます。ただそれは自身を拘束するだけで、立法権や司法権を必ずしも

拘束するわけではない。政府への質問書に対する答弁を決めるには閣議によるしか

なく、決定してはいけないとは言いにくい。結局は、中身の問題です。 

 杉田 では、首相夫人は私人でしょうか。 

 長谷部 公人か私人か、簡単には割り切れません。天皇の行為は、国事行為以外

はすべて私的行為かというと、違います。やはり公人としての行為があり、それがい

わゆる象徴としての行為です。同じようなことが首相夫人についてもあるのではない

か。 

 杉田 森友学園の籠池（かごいけ）泰典前理事長は私人ですが、国会で証人喚問さ

れました。ところが公人たる政治家や、官僚は、野党の要求にもかかわらず誰ひとり

証人喚問されていない。 

 長谷部 国政調査権の使い方がいかにも党派的です。米議会や英議会では、国政

調査権を党派的に発動しないというのが大原則です。どちらかの党派に有利／不利

だから呼ぶ／呼ばないという判断は、少なくとも建前としてはしないことになっている。

中長期的な国政上の課題について調べることが目的ですから。 

 杉田 証人として呼ぶのは、犯罪の嫌疑がある人だとする政治家もいました。 

 長谷部 話が逆転しています。従来議論されてきたのは、国政調査権を行使するこ

とで犯罪の捜査や裁判の遂行に不当な影響を及ぼすのはよくない、捜査対象者は呼

ぶべきではないのではないか、という点でした。 

 杉田 官房長官は籠池氏を偽証罪で告発する可能性にも言及しましたが、これは

国会が判断することで、行政権、内閣がとやかく言うのは筋が違うのでは。 

 長谷部 議院証言法で、告発は議院や委員会の権限と明記されていますから、そ
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の通りです。さらに、偽証罪が問われる「虚偽の陳述」とは、客観的事実に反する陳

述ではなく、証人の記憶に反する供述を意味するというのが判例ですから、立証のハ

ードルはかなり高いですね。 

■「教育勅語、国民主権と相いれぬ」 

 杉田 昭恵氏が国会で証言すれば、白黒がつく可能性もある。安倍首相は「悪魔の

証明」は出来ないなどと言いますが、当事者の言い分が食い違うことは、よくあるこ

と。どちらが信用できるかを裁判等で判断するのであって、それは悪魔の証明でも何

でもない。単なる事実認定です。 

 長谷部 ボールは政権側のコートにある。同じコートに出て打ち返すことは、悪魔で

なくてもできます。首相を侮辱した、というわけのわからない理由で私人が証人喚問さ

れている。私人にそこまで要求しておきながら、文書は破棄したので何も言えないと

官僚は開き直り、首相夫人は私人だからで済ませています。極めてバランスが悪い。 

 杉田 官僚の文書廃棄については専門家から、違法ではないかとの指摘さえありま

す。保存期間を定めた公文書管理法の欠陥もありそうですが、仮に違法とまでは言

えないとしても、そうした無責任な行政のあり方が許されるものなのか。 

 長谷部 違法でなければ何をやってもいいのか。私人であればＯＫです。人のひん

しゅくを買うような行為でも、それは個人の判断です。しかし、公人や公務員は違う。

中長期的な社会公共のために行動する、そのために様々な権限や便宜を与えられ

ているのだから、私人と同じように法に触れなければいいということには、なりませ

ん。 

 

首相夫人それでいいの？ 安倍昭恵氏に疑いのまなざし 
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安倍晋三首相の妻昭恵氏めぐる主な動き 

[PR]  

 安倍晋三首相の妻昭恵氏が選挙応援に行った際、首相夫人付の政府職員が同行

していた。学校法人「森友学園」（大阪市）への国有地売却問題をめぐる国会審議で

も、昭恵氏の存在と異例の土地取引との関係に疑いのまなざしが向けられた。今後

も追及が続くことは必至だ。 

 ファーストレディーのありようは 元首相秘書官に聞いた 

 首相夫人付の政府職員が同行していたのは、２０１６年夏の参院選で昭恵氏が自

民党候補の選挙応援に行った際の３回。社民党の福島瑞穂氏の問い合わせに政府

が５日、認めた。 

 国家公務員法は公務員の政治的行為を禁じている。選挙応援への職員の同行に

ついて、土生（はぶ）栄二内閣審議官はこの日の審議で「政治的行為の制限等には

十分に留意して対応した」と説明。内閣総務官室によると、同行した職員は「政治的

行為の制限に配慮した」と話しているという。 

 民進の蓮舫代表は６日の記者会見で、「法律上完全にアウトではないか。なぜ事務

所スタッフではなく、公務員を随行させたのか」と指摘。自民の閣僚経験者も「選挙応

援には役所の秘書官は連れて行かない。行動予定も分けて管理していた」と述べ、

昭恵氏の行動に首をかしげた。 

 

 

加計文書、職員の報告放置 初回調査後「省内に保管」 
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